
八雲町郷土資料館農機類標本台帳

一般名称: 　押切、　押金式わら細断機 現地の通称:

資料種別: 製品-実物 製品-レプリカ 製品-模型 製品図面 写真等 図書掲載 その他

資料種類: 人力用具

畜力用具

原動機具

トラクタ具

手押式

乗用式

牽引式

定置式

耕耘用

施肥播種

管理用

収穫用

調製用

施設類

機素

その他

管理プレートNo.

台帳No. 　Y175

製作者・会社: 　室田製作所

製造年_購入年,標本収集年

製造市・国名 　？

使用目

的･使用

方法等

藁や牧草等の家畜飼料を細断する押切。なお、金属用や台付のペーパーカッタ等も「押切り」と呼ぶ場合があるし、

詳しく押切り式○○裁断機と呼ぶため、本機も短縮名にこだわらず、押切り式わら細断機等と命名する方が良い。

平鉄二本のレバーを、一方の先端をボルト止めし、他方を木柄をつけ、人手で上下動させつつ、藁など飼料を挟んで

細断する。牧草での試験成績の例では、3分切りで5～9〆、５分切りで8～12〆、７分切りで10～16〆／人･時であ

る。

仕様書_

解説等

右に

全体図

参考図の押切りは、現在市販される機種で細

断時にレバーの上下に連動して切り刃も前後

に動くため、切れ味が向上する。

資料の

  所在

外観特色

関連図等

利用経過

収集記録

意義等

標本は、台座を丈夫で長くし、細断レバーの柄に竹をつけて長くしており、より軽い力で細断するためか、何か硬い

材料を細断するための改造と思われる。

資料管理

経過

統一分類記号

作業メモ

追記文

相手先番号等

資料追記

事項

台帳管理番号 　Y175 農業機械学会北海道支部「農機DB作成委員会編


